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大阪大学大学院理学研究科・理学部では、基礎理
学分野の研究と教育を担う部局として、初代総長長
岡半太郎博士の「糟粕を嘗むる勿れ」をモットー
に、世界に先駆けた基礎理学研究を行ってきまし
た。新たな知の発見を行うとともに、次世代の基礎
科学を担う研究者をはじめ、理学の素養をもとに社
会の様々な分野のリーダーとして国際的に活躍する
人材を育成しています。それゆえ、理学研究科にお
ける研究活動は、個人の自由な考えや独創的な発想
による長期的視野に立った基礎的研究や萌芽的研究
を主要なスタイルとして進められています。それら
の中から大きな成果が得られ、更に発展が期待され
る研究は、大型の競争的資金で支えられることにな
ります。
このような大型のプロジェクト研究は、人と設備を
集中的に投入して実施する必要があるため、従来の
理学研究科の研究スタイルには馴染みにくい部分が
ありました。しかし、このような大型プロジェクト
研究を理学研究科でも推進することは、基礎理学を
さらに発展させる一つの方策であると考え、そのた
めの施設として、オープンラボや放射線等特殊環境
を擁する研究施設『基礎理学プロジェクト研究セン
ター』を平成23 年10 月1 日に設立しました。本セ
ンターでは、ERATO、CREST、ImPACT、概算要
求事項「医理連携による進行がん治療のための国際
医療拠点形成事業」などの大型プロジェクトや分野
横断型研究が推進され、目覚ましい成果を上げてき
ました。
さらに、平成27 年7 月1 日付で、大型研究プロジェ
クトの推進のみではなく、挑戦的で独創的な個人研
究の推進、萌芽的研究の育成、新しい連携による新
学術領域の創出、産学共創の強化を目的として、基
礎理学プロジェクト研究センターの組織改編を行い
ました。この組織改編により、「重点研究推進部
門」では研究科主導の中・長期的な大型プロジェク
トを推進し、新設の「挑戦的研究部門」では挑戦
的・萌芽的な個人研究を推進する新たな枠組みを構
築しました。また、部局や機関を横断した研究を自
由に大きく展開させることができるように「研究拠
点」も設置しました。本センターでは、様々なスタ
イルでの最先端研究を集中して進めることができる
ように、ノーベル賞級の独創的な基礎研究成果を生
み出せる環境整備を行っています。
なお、本センターは10年時限の組織であるため、令
和4年3月31日までの設置となっています。令和４年
４月１日にバージョンアップした新しいセンターを
設置するための準備を始めており、理学研究科だけ
でなく大阪大学全体の基礎理学・基礎科学の発展に
強く資する組織となる予定です。

組織

センター長 ［教 授］小川哲生(兼)
副センター長 ［教 授］上田昌宏(生命)
副センター長 ［教 授］豊田岐聡

重点研究推進部門
［部 門 長］ 豊田岐聡

先端質量分析学研究グループ
［教 授］豊田岐聡,芦田昌明(基),粟津邦男(工),

上田昌宏(生命),兼松泰男,高尾敏文(蛋),
寺田健太郎(兼),深瀬浩一(兼),村上伸也(歯),
山中 卓(兼)

［准 教 授］大塚洋一(兼),橘木修志(生命),久冨修(兼),
古谷浩志(リノ),横田勝一郎(兼)

［特任准教授］関本奏子
［助 教］青木 順,河井洋輔(兼),松岡里実(生命)
［招へい教授］福田宏之
［特任研究員］市原敏雄,本堂敏信

挑戦的研究部門
［部 門 長］豊田岐聡
［教 授］上田昌宏(生命),兼松泰男,豊田岐聡,

松村真宏(経）
［招へい教授］伊東一良,小林哲郎,中田博保,横山正明

RoboLaboプロジェクト
［教 授］兼松泰男,上田昌宏(生命),豊田岐聡
［招へい教授］佐藤了平,橘泰宏
［特任研究員］松田若菜

革新的超分子材料設計学の構築と機能創製に関する
プロジェクト
［教 授］高島義徳(高共)
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連携・プロジェクト研究部門
［部 門 長］ 村田道雄(兼)

生体分子機能解析プロジェクト
［教 授］村田道雄(兼),梶原康宏(兼)
［准 教 授］樺山一哉(兼)
［助 教］梅川雄一(兼),真鍋良幸(兼)
［特任助教］安田智一(兼)
［招へい准教授］松岡 茂(兼)

宇宙先端観測プロジェクト
［教 授］松本浩典(兼),住貴宏(兼)
［准 教 授］林田 清(兼)
［助 教］ 鈴木大介(兼),野田博文(兼),増田賢人(兼)

最先端計測器開発プロジェクト
［教 授］山中 卓(兼),豊田岐聡,松本浩典(兼)
［准 教 授］南條 創(兼)
［助 教］青木 順, 廣瀬 穣(兼)

自然共生超分子材料創製プロジェクト
［教 授］井上正志(兼),青島貞人(兼),今田勝巳(兼),

鬼塚清孝(兼),佐藤尚弘(兼),高島義徳(高共),
橋爪章仁(兼),山口浩靖(兼)

［特任教授］原田明(産)
［特任講師］大﨑基央(兼)
［助 教］小林裕一郎(兼)

日本電子YOKOGUSHI協働研究所
質量分析オープンイノベーション共同研究プロジェクト
［教 授］豊田岐聡,上田昌宏(生命),高尾敏文(蛋)
［特任研究員］大須賀潤一
［招へい准教授］上田祥久
［招へい教員］佐藤貴弥

医薬健栄研・理学研究科協働免疫制御プロジェクト
［教 授］深瀬浩一(兼),梶原康宏(兼)
［准 教 授］樺山一哉(兼)
［助 教］下山敦史(兼),真鍋良幸(兼)
［招へい教授］河原正治,國澤純

医理連携教育研究拠点
［拠 点 長］小川哲生(兼)
［教 授］小川哲生(兼), 猪原秀典(医),上田昌宏(生命),

小川和彦(医),梶原康宏(兼),金井好克(医),
金田安史(理事),豊田岐聡,中野貴志(核),
深瀬浩一(兼),福田光宏(核),村田道雄(兼),
山口浩靖(兼),吉村崇(RI）

［特任教授］篠原厚(放),下瀬川恵久(医),豊嶋厚史(放),
能町正治(放),畑澤 順(核)

［准 教 授］ 礒橋文明(医), 笠松良崇(兼),加藤弘樹(医),
樺山一哉(兼),巽 光朗(医),藤本仰一(兼)

［特任准教授] 兼田加珠子(放),白神宣史(放)
［講 師] 神田浩樹(核),依田哲彦(核）
［特任講師］高野徹(医),寺本高啓(放),中田幸子(医)
［助 教］下山敦史(兼),鈴木智和(放),玉利慶介(医),

永田光知郎(RI),真鍋良幸(兼),渡部直史(医)
［特任助教］大江一弘(医),角永悠一郎(放),松永恵子(医)
［招へい教授］井ノ口仁一

サブアトミック科学研究拠点
［拠 点 長］民井 淳(放)
［教 授］民井 淳(放),青木正治(兼),阪口篤志(入)
［特任教授］岸本忠史(核),久野良孝(核),能町正治(放)
［准 教 授］味村周平(核),嶋達志(核),吉田 斉(兼)
［特任准教授］梅原さおり(核)
［助 教］佐藤 朗(兼),菅谷頼仁(核)
［招へい教授］高久圭二
［特任研究員］松岡健次(核)

理研・理学研究科連携プロジェクト拠点
［拠 点 長］ 梶原康宏(兼)
［教 授］ 梶原康宏(兼),久保孝史(兼),深瀬浩一(兼),

村田道雄(兼),山口浩靖(兼)
［特任教授］伊藤幸成

[講 師] 岡本 亮(兼)
[助 教］真木勇太(兼)
[招へい教授］伊藤幸成,林 文晶(理研)

理論科学研究拠点
［拠 点 長］長峯健太郎(兼)
［教 授］長峯健太郎(兼),小川哲生(兼),保坂淳(核）
［准 教 授］藤本仰一(兼)
[招へい教授］橋本幸士(兼)

(兼) ……理学研究科所属兼任教員
(核) ……核物理研究センター所属兼任教員
(医) ……医学系研究科所属兼任教員
(RI) ……放射線科学基盤機構附属ラジオアイソトープ

総合センター所属兼任教員
(生命) …生命機能研究科所属兼任教員
(歯) ……歯学研究科所属兼任教員
(工) ……工学研究科所属兼任教員
(基) ……基礎工学研究科所属兼任教員
(法) ……法学研究科所属兼任教員
(リノ) …科学機器リノベーション・工作支援センター所属

兼任教員
(蛋) ……蛋白質研究所所属兼任教員
(理事) …理事・副学長兼任教員
(高共) …高等共創研究院所属兼任教員
(理研) …理化学研究所所属兼任教員
(放) ……放射線科学基盤機構所属兼任教員
(産) ……産業科学研究所所属兼任教員
(入) ……高等教育・入試研究開発センター所属兼任教員

http://www.prc.sci.osaka-u.ac.jp/
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専攻・部局および大学の枠を超えた新たな学際的研究
を行なうことを目指した研究グループです。理学研究科
では、1930年代後半に国内初の質量分析装置を製作して以
来、世界最先端の様々な独創的な質量分析装置の開発を
行ない、物理、化学、生物、地球惑星科学、ライフサイ
エンス、環境科学などの様々な分野に応用してきまし
た。
中でも、近年開発したマルチターン飛行時間型質量分

析計（MULTUM）は、小型でありながら非常に高い質量分
解能を得ることが可能な装置です。
MULTUMにより、これまで不可能であった「現場
（オンサイト）での高分解能質量分析」が可能となり、
大きな発展が期待されています。
環境汚染原因の究明、医療診断、惑星探査機への搭載

などを目指して、小型・軽量の独創的な質量分析装置や
関係する技術の開発を行い、分野横断型の学際融合研究
を主導し、新しいサイエンスを切り拓いてゆきます。

Project  
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先端質量分析学研究グループ

研究テーマ
1.最先端質量分析装置の開発
2.開発した質量分析装置を核とした分野横断型融合研究
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挑戦的研究部門

重点研究推進部門
RoboLaboプロジェクト

学生・院生が主体となってディスカッションし、実機のイ
メージを具体化し、必要な技術について情報を集めます。本
やインターネットからの活字や図面情報だけではなく、エキ
スパートである教員・企業研究者・技術者から、理論的かつ
実践的に、技術を学びます。
数々の失敗を乗り越え、実機製作を楽しみ、切磋琢磨しな

がら、熱中しつつ、成長する「自立的な学び」の場を形成し
ます。
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研究テーマ
1.完全な自己修復機能を有する超分子材料の実現
2.刺激に応答して物性を変化させる機能性材料の創成

人工・天然を問わず高分子（ソフトマテリアル）は、我々
の身近なものから社会基盤インフラに至るまで広く用いられ
ている材料です。近年は機器・機械の高性能化や環境問題へ
の対応のため、より強靭でより長寿命のソフトマテリアルが
求められています。
本プロジェクトでは、従来の高分子に分子間相互作用とい

う柔軟な結合を組み込むことにより、材料に加わる力や変形
を分散させ、破壊されにくい材料や自ら傷を治す自己修復
性の材料を開発します。このように強靭化したソフトマテリ
アルは、それを用いた製品の小型化・軽量化につながるほ
か、信頼性・安全性を飛躍的に向上させることができます。
さらに、強靭化に加えて、光や熱などの外部刺激に応答して
性質を変化させる機能をこれらのソフトマテリアルに付与す
ることで、これまでの高分子材料では実現できなかった用途
への展開も推進します。

Project  
Research  
Center  
for
Fundamental  
Sciences

革新的超分子材料設計学の構築と
機能創製に関するプロジェクト

挑戦的研究部門
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連携・プロジェクト研究部門

生体分子機能解析プロジェクト

研究テーマ
1.膜タンパク質の構造と機能に影響する脂質の構造解明
2.脂質二重膜における生体分子複合体の構造と動態の解明
3.脂質リガンドと可溶性タンパク質の相互作用の分子基盤構築

本プロジェクトは、細胞膜の脂質分子の構造解析によ
り、細胞機能に重要な役割を果たしている膜タンパク質
の本当の姿を解明する事を、大きな目的としています。
細胞は、外部と内部を隔てる脂質二重膜に包まれてい

ます。最近、ただの膜成分だと考えられてきた脂質が、
膜タンパク質と相互作用するなど、生物活性の発現に重
要な分子であることが分かってきました。しかし、脂質
のどの位置で、どの様な構造で、膜タンパク質と相互作
用しているかは未だ詳細が不明です。これは脂質の結晶
化が難しく、従来の科学的手法が適応できないためで、
従って新たな技術や方法論の開拓が必要となります。
本研究では、固体ＮＭＲ測定法や高分解能X線結晶構

造解析法に改良を加え、さらに精密有機合成化学や計算

化学など、幅広い最先端科学技術を駆使して、脂質の構造
解析を行い、膜タンパク質との相互作用の解明を行ってい
ます。更に、これらの研究過程で得られた結果を基に、膜
タンパク質の構造機能解析も同時に行っています。それら
の研究成果は、同時に他の科学的課題の解決法へ向けた基
盤技術にもなり、また病気の原因解明や新薬の研究開発に
大きな寄与が期待されます。
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連携・プロジェクト研究部門

宇宙先端観測プロジェクト

私たちは最先端技術を利用して宇宙観測装置を開発し、
私たちの手で実際に観測運用することを目標としています。
宇宙X線観測では、我々はX線天文衛星XRISM搭載用X線
CCDの開発を行っています。また、かつてない高角度分解
能でのX線撮像を目指して、タルボ干渉を利用したX線多重
像干渉計の開発を進めています。他にも、X線偏光の測定
を目指す気球実験XL-Calibur計画、高角度分解能で高エネ
ルギーX線を観測するFORCE計画、という国際共同実験に
参加し、いずれもX線望遠鏡の開発を担当しています。これ
らによるブラックホールや中性子星の観測により、巨大ブ
ラックホールの成長や中性子星超強磁場での物理が解明さ
れることが期待されます。
宇宙赤外線観測においては、米国NASA主導のNancy 

Grace Roman広視野赤外線望遠鏡衛星への参加を、日本の
研究者のとりまとめ役としてリードしています。暗黒物
質、暗黒エネルギーなどの宇宙の構造、銀河や恒星、惑星
系が生まれてきた過程が解明されると期待されています。
一方で、大学独自で実現できる地上望遠鏡を用いた観測を
行って

います。MOAプロジェクトは、日本、ニュージーランド、
米国との共同研究で、ニュージーランドに設置した専用の
1.8m広視野望遠鏡を利用し、重力マイクロレンズ現象を用
いて太陽系外惑星を探査しています。また、PRIMEプロ
ジェクトは、日本（JAXA、アストロバイオロジーセンター
他）、米国(NASA、メリーランド大)、南アフリカ(南アフ
リカ天文台)、ニュージーランドとの共同研究で、南アフリ
カ共和国に新たに1.8m広視野望遠鏡を建設し、大面積近赤
外線カメラを搭載して、近赤外線でのマイクロレンズ惑星
探査を行います。
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連携・プロジェクト研究部門

最先端計測器開発プロジェクト

近年、計測器に対する要求は急速に高度化しています。
素粒子物理学実験では、高い放射線環境でも安定して荷電
粒子に対して高い位置分解能が得られる半導体検出器や、
感度の高いガンマ線検出器が必要です。宇宙観測の分野で
は、科学衛星に搭載される観測装置やエレクトロニクスに
対して、軽量、低消費電力、高対放射線耐性が要請されま
す。宇宙観測用赤外線センサーには、極低温で動作する
ASICが必要です。質量測定器開発でも半導体センサーを
用いる試みもあります。
こうした測定器の開発は高度に専門化と細分化が進んで

います。世界と伍して研究競争を続けるためには、分野を
横断して共通の基盤技術を開発し，その基盤技術を応用し
て各研究グループが次世代測定器を開発するのが効率的で
す。こうして開発される測定器技術は、素粒子実験、宇宙
観測、質量分析、化学や生物の分野でのイメージングなど、
広く他の分野にも利用できます。
本プロジェクトで開発される新しい測定器技術が、理学

研究科の他の分野においても活用され、新たな時代を切り
開いていける礎となることを目指します。
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連携・プロジェクト研究部門

自然共生超分子材料創製プロジェクト

研究テーマ
1.超分子材料のタフネス化と自己修復
2.新しい材料接着技術の創成

合成高分子や生体高分子、界面活性剤や分子集積体から
なるソフトマテリアルは、今や食品・製品・材料として
我々の身の回りで活躍していますが、今後さらに高性能の
材料の開発・実用化が期待されています。ソフトマテリア
ルの一つ「ゲル」は、刺激・環境に迅速に応答するもの、
ゴムのような弾性力を有するもの、自己修復機能を持つも
のなど、興味深い材料が続々と開発されています。
本プロジェクトでは、従来の高分子材料に「機械結合」

などの”柔らかい“部分を組み込むことにより、破壊につな
がる外力を吸収し分散させ、強靭で破壊しにくい材料、さ
らに自己修復機能を持った材料を開発します。高分子をタ
フにし、破壊しにくいものにすることにより、製品の軽量
化や信頼性、安全性を飛躍的に向上させることができ、さ
らに機能の高性能化を実現することができます。

また、従来、材料同士を接着する際には、接着剤を用い
てきました。この方法は間接的な方法で、物と物との間に
接着剤が介在するために強度が弱くなり、また有機溶媒な
どで接着剤が溶かし出されるために、容易にはがれること
があります。本プロジェクトでは接着剤を用いずに、材料
と材料とを反応により直接接合する方法を開発します。さ
らに分子認識を利用して、特異的に「相手を見分けて」材
料接着する方法を開発します。
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連携・プロジェクト研究部門
日本電子YOKOGUSHI協働研究所
質量分析オープンイノベーション共同研究プロジェクト

日本電子YOKOGUSHI協働研究所は、2017年4月に発足し
た質量分析オープンイノベーション共同研究講座を発展的に
解消し、日本電子と大阪大学の間で進行していた他の共同研
究と統合・再編し、大阪大学生命機能研究科に新たに設置し
たものです。本プロジェクトは、日本電子YOKOGUSHI協働
研究所の理学研究科基礎理学プロジェクト研究センター質量
分析オープンイノベーション共同プロジェクトとして2018
年4月からスタートし、質量分析関連研究のみならず、電子
顕微鏡や核磁気共鳴などの日本電子のコア技術と連携して新
たな応用分野を開拓することを使命として活動しています。
産学連携のコアとして質量分析に関わる技術開発・応用開

発を進め、さまざまな分野の研究者・企業との連携を進めま
す。医歯薬から環境まで幅広いテーマを取り扱い、日本電子
YOKOGUSHI協働研究所の一翼を担い横断的な研究を推進し

ます。

研究開発テーマとしては、歯周病のオンサイト診断手
法・システムの開発を行い、より短時間で分析可能な手法
開発と同時に、
ベースとなる病態を
知るための代謝物分析
技術開発を行っています。
また、ナノ微細構造を
利用した新規のイオン
化法開発や細胞検出・
同定技術開発を行って
います。さらに、研究
開発とならんで機器分析
にかかわる、教育活動・
科学啓蒙活動や基盤技術
の継承を行っています。

阪大で開発されたMULTUMイオン
光学系を応用して開発されたJMS-
S3000のイオン軌道図
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連携・プロジェクト研究部門
医薬健栄研・理学研究科協働免疫制御
プロジェクト

基
礎
理
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
セ
ン
タ
ー

Project Research Center for Fundamental Sciences

Project  
Research  
Center  
for
Fundamental  
Sciences

医理連携教育研究拠点

理学研究科は、核物理研究センター、医学系研究科の協力
のもとに、加速器を用いた放射性核種の製造と医療応用につ
いて共同研究を行っています。本拠点は、学際的・融合領域
研究を推進することにより、基礎研究の成果を基盤にして臨
床応用を実現することを目指しており、新規イノベーション
の創出ともに知の創造に繋げるものです。なお大阪大学は放
射線科学関連の新しい研究教育を全学的に機動的に行えるよ
う、平成30年4月1日に放射線科学基盤機構を設置しました。
同機構の放射線科学部門と連携して、核物理学、核化学、生
体分子化学、核医学を融合することにより始めて実現可能な
医理連携研究を推進するとともに、そのための研究教育を実
施しています。
がん患者の1/3は初診時に隣接臓器浸潤、遠隔転移などの

進行がんであり、5年相対生存率15%以下と生存率は低く、
新しい治療法の開発が望まれています。そこで進行がんに対す
る副作用の低い治療法として、α線放射性核種を投与し、体内
からがんに α線を照射して治療するというα線核医学治療を開
発します。 この療法は、高エネルギーで短飛程という

α線の性質と短寿命核種という特徴を利用することで、高い
がん細胞殺傷能力と周辺臓器の侵襲が少ないなど副作用の低
減を同時に実現します。そのために高ビーム強度、省電力の
スケルトン・サイクロトロンの開発や、α線放射性核種の多
量製造法と生成核種の自動分離法の開発に取り組んでいま
す。さらに放射性核種をがん標的剤と結合させて放射線医薬
候補を製造し、治療効果と副作用の検証を行い、α線核医学
治療の治験、治療に結びつけることを目指しています。

近年、様々な生命現象の分子基盤が解明されてきたことで、化学的手法を駆使して生
命現象を分子レベルで解明することを目的としたケミカルバイオロジー分野の重要性が
より一層増してきています。本プロジェクトでは、ケミカルバイオロジーを軸にした免
疫制御研究を推進します。免疫研究の中で、ワクチン開発やワクチンの効力を高めるア
ジュバント開発の重要性はますます増しております。国立研究開発法人 医薬基盤・健
康・栄養研究所（医薬健栄研）は、日本発の革新的医薬品の開発と国民保健の向上を目
的として活動してきており、ワクチンとアジュバント研究は同研究所の重要課題です。
そこで、本協働プロジェクトは、免疫制御研究を中心に、医薬品開発・国民保健向上に
関する共同研究を推進します。
免疫機能の分子レベルでの制御を達成するため、化学合成した細菌由来複合糖質によ

る免疫活性化および生体恒常性維持機能の解析、宿主免疫受容体タンパク質の機能解
析、宿主由来糖鎖を利用した新たな免疫調節法の開発などの基礎研究を実施します。さ
らには得られた免疫制御の分子基盤を基に、有用な革新的ワクチンアジュバントを開発
し、社会的要請の強い対象へのワクチン開発へと展開します。
さらには、本プロジェクトが関連分野をリードしていくことで、医薬品開発など国民の
健康に関わる領域で大きな社会貢献が期待されます。
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サブアトミック科学研究拠点

サブアトミック科学は宇宙誕生直後から宇宙の晴れ上が
りやその後の宇宙の進化について解明する事を目的とした
研究です。レプトンフレーバー混合研究（標準理論では説
明できない荷電レプトン混合現象の発見をめざす）、ハド
ロンの存在形態研究（通常のハドロンとは異なるペンタクォ
ークやメソン・バリオン共鳴など、クォーク閉じ込め機構

を解明する糸口）、レプトン数非保存研究（2重ベータ崩壊

におけるレプトン数の保存則の破れの発見を目指す）、原子

核の光の反応機構(原子核の電磁気応答、超高エネルギー宇

宙線の光核分解、レーザープラズマ中での核反応)などの研
究を進めています。

M U S IC C A N D L E S
なぜクォークやレプト
ン の種類が3世代12種類
なのか︖標準理論を超え
る現象を 探る。
期待されるミューオン
収 量 は0.4 kW の陽
子ビームで約10の9乗個
毎秒で世界最高値。

宇宙は物質で出来ていて反物
質は 無い。これを示すには粒
子数が保 存しない事と、C P
対称性 が破れている（物質と
反物質の世界が異なる）事 を示
す必要がある。4 8 C a 核 の二重
ベータ崩壊測定により 粒子数が
保存しない証拠を得る。
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理研・理学研究科連携プロジェクト拠点

本プロジェクトでは、独立行政法人理化学研究所が蓄積
した大型核磁気共鳴装置によるタンパク質や大型分子の構
造解析技術と大阪大学理学研究科の研究者が蓄積してきた
有機化合物の合成技術、単離精製技術、解析技術を連携さ
せ、最先端理学研究を推進させます。理化学研究所横浜研
究所では、世界的な核磁気共鳴装置の施設を整備し、これ
まで数多くの重要タンパク質の構造、機能を解明してまい
りました。この技術、成果は、基礎研究のみならず創薬分
野において多大な貢献をし、今後、様々な生体分子、機能
性化合物の構造解析等に利用されることが期待されており
ます。大阪大学理学研究科ではこれまで入手が困難であっ
た機能性化合物、糖類、天然物、糖タンパク質などを合成
する技術を蓄積してきました。例えば、合成したホスト分
子とゲスト分子をそれぞれ導入した高分子ゲルを振動させ

るだけで、ホスト分子とゲスト分子間の分子認識によりそ
れらゲルが結合・集積できる機能性化合物。ヒトの免疫機
能に深く関与する糖脂質、細胞膜と相互作用する抗生物質、
糖タンパク質などです。今後、これら分子を理化学研究所
横浜研究所の協力を得て解析することで、ホスト-ゲストに
よるゲル状態や細胞内外で機能する有機化合物の解析が詳
細に実施できるようになることが期待できます。

研究テーマ
1.核磁気共鳴装置を用いたホスト-ゲスト分子の相互作用

の解析
2.膜上での脂溶性物質、糖タンパク質、糖脂質の核磁気

共鳴装置を用いた解析
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理論科学研究拠点

理論科学は、その基礎に数理構造を存し、本来的に理
論科学分野全てにおいて共通の礎を共にするものです
が、一方で成果主義の横行により科学社会の細分化が進
み各研究室間ですら新しい科学の芽を育てる意思疎通を
損する状況となっています。
そこで、本プロジェクトは、共通の数理やオブザーバ

ブルに関心を寄せる理論研究者を結集し、理論研究に横
串を入れることによって、研究の新しい芽を生み、また
各研究対象の問題点を多角的に検討し突破口を開くこと
を目標に置いています。
理論研究の基礎は、研究者間のアカデミックな交流が本

質です。基礎理学コロキウム等を主催することにより、
研究上の交流を大幅に促進し、理学研究科内の、大学院生
や学部生を含んだ科学交流を実施します。本プロジェクト
は発足後、毎月もしくは隔月程度で「南部コロキウム」を
開催し、理論・物理学を中心とした理学部での研究者と学
生の交流を促進します。

さらに、独立行政法人理化学研究所との連携によるセミナー・
交流会等を開催します。2013年度には、著名なJona-Lasinio
氏（南部陽一郎特別教授がノーベル賞を受賞した際の共同研究
者であり、 南部氏のノーベル賞講演を行いました）を迎えて
第一回の南部コロキウムを開催することをアクティビティの皮
切りとしました。南部コロキウムはまず理学研究科内の研究者
の交流の場を作ることを目指しますが、さらにトピックを絞っ
たミニ交流会、国際研究会等も随時開くことで、研究交流を加
速的に
促進します。
特に、コロキウムや交流会等

から共同研究の芽が育つ可能性
がある場合は、そのトピックを
重点的に採り上げ、関連分野の
連携研究会を主催し発展を
促します。

研究テーマ
1.理論科学における研究者のアカデミックな交流
2.理論研究の統合と応用の開拓
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